
先日の総会で、今年度より下草野地域づくり協議会の会長という重責を担うことになりました、飯山町の

清水庄衛です。元よりそのような器ではございませんが、「安全で安心して暮らせる下草野地区」の地域づ

くりに尽くしたいと思いますので、ご協力ご支援をお願いします。 

下草野地域の将来人口 

さて昨年の連合自治会で「各地区の人口予測」事業が取組 

まれ下草野地区の将来人口予測が報告されました。その報告 

では「2015 年の調査で 1748 名であった人口が 2045 年 

（26 年後）には 1397 名（▲351）まで減少し高齢人口 

（65 歳以上）の割合が 27％から 36％まで上昇する。近い 

将来の 2025 年では人口は 114 名減少し高齢人口比率も 

1.5％上昇する。」となっています。 

これから地域を支える世代 

少子高齢化の波を食い止めることは不可能でありますが、 

悲観してばかりいても何も変わりません。若い人が減ってい 

くことには問題がありますが、65 歳以上の人口は 2015 年 

は 469 名、2025 年は 465 名、2045 年は 502 名と増 

加していきます。中でも 65 歳から 74 歳までは高齢という 

区切りになってはいますが、まだまだ元気で活躍できる世代 

でもあります。殆どの人が子育ても終わり、社会の生産活動 

からも卒業され、時間的にも余裕が生まれてくる時期となり 

ます。この世代の人たちが協力し今後増加していくであろう 

75 歳以上の世代の人たちを支えていければ「少子高齢化社会 

の不安」は少しは緩和されるのではないかと考えます。 

今後の協議会 

今年度より地域づくり協議会では、昨年度実施したアンケートに基づき要望の多かった生活支援の事業を

取組んでいきたいと考えております。ポイント制を導入し、スタッフだけではなく時間のある人、誰もが楽

しんで取組んでいただけるよう体制整備も行っていきたいと思います。また区民一人一人が、この地区で生

活するのに困っていることを気軽に相談できるような協議会にしていきたいと考えております。「やれる人

が（時間がある人）」「やれる時期に（元気なうち）」「豊かな経験や能力をいかして」をモットーにみん

なで住みよい下草野地域にしていきたいと考えます。区民の皆様のご協力をよろしくお願いします。 
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新たな体制でスタート! 

令和元年 6 月 １日発行 

下草野まちづくりセンターで開催している主な事業の紹介です。 

編集事務局 

発行元 

プラチナ世代いきいき講座 

下草野地区に住まわれているおおむね６０歳以上の方を対象に

「地域の高齢者が集い、共に学ぶこと」を目的に「プラチナ世代い

きいき講座」を年間８回開講しています。この講座でともに学び、

お互いの情報交換ができます。 

子育てサロン 

未就園児の親子を対象とした子育て広場を毎月１回程度開催。参加者が

遊びを通してふれあったり、保護者同士の情報交換や交流の場を提供して

います。子どもはもちろん、保護者同士も仲良くなり、子育て中の保護者

が気楽に集える場所となっています。 

子ども学び座 

子ども達が体験しながら学べる講

座を今年度は年間１７回を計画して

います。異年齢との子ども同士との交

流もでき、学校では学ぶことのできな

い課外授業も体験し、楽しく遊ぶこと

が出来ます。 

地
域
活
力
プ
ラ
ン
ナ
ー
紹
介 

主
な
業
務 

 

地
域
の
見
回
り
（
点
検
） 


 

住
民
と
の
話
し
合
い
（
企
画
・
進
行
） 


 

話
し
合
い
か
ら
の
課
題
の
洗
い
出
し 


 

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
運
営
補
助
な
ど 

は
じ
め
ま
し
て
、
こ
の
度
「
地
域
活
力
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
に
採
用
し

て
頂
き
ま
し
た
。
伏
木
梨
絵
（
ふ
し
き
り
え
）
で
す
。 

 

子
ど
も
達
の
通
っ
て
い
た
浅
井
小
学
校
の
役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
じ
て
地
域
の
方
々
と
関
わ
ら
せ
て
頂
く
機
会
が
増
え
、
何
か

お
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
い
、
応
募
し
ま
し
た
。 

微
力
で
す
が
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
ご
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
下
草
野

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
い
ま
す
の
で
電
話
や
お
気
軽
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

会長就任あいさつ 
 

協議会 会長 清水庄衛 

 

100

150

200

250

300

350

2
0

1
0

年

2
0

1
5

年

2
0

2
0

年

2
0

2
5

年

2
0

3
0

年

2
0

3
5

年

2
0

4
0

年

2
0

4
5

年

年少・高齢・老齢人口予測

年少人口

（0歳～

14歳）

高齢人口

（65歳～

74歳）
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お
知
ら
せ 

地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
当
面
左
記
の
行
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
後
日
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

※ 

下
草
野
ホ
タ
ル
祭
り
（
６
月
８
日
午
後
３
時
よ
り
） 

※ 

早
朝
歩
こ
う
大
会
（
８
月
１１
日
） 

※ 

下
草
野
秋
祭
り
（
１０
月
20
日
） 

※ 

人
材
バ
ン
ク
の
募
集
（
７
月
よ
り
募
集
開
始
） 

※ 

買
物
支
援
（
試
行
後
９
月
よ
り
実
施
予
定
） 

※ 

環
境
整
備
事
業
（
９
月
頃
よ
り
実
施
予
定
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

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域 



人
と
人
と
が
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域 



地
域
を
愛
し
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
地
域 

当
面
す
る
課
題
解
決
の
た
め
に
、
従
来
の
部
会
か
ら
、
解
り
易

く
実
行
性
の
あ
る
組
織
と
し
て
三
体
制
（
地
域
生
活
応
援
隊
・
ふ

れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
隊
・
情
報
発
信
隊
）
に
改
革
し
、
課
題
解
決
に

向
け
て
事
業
を
行
い
ま
す 

下草野地区地域づくり協議会って？？ 

地域住民による、地域住民のための、地域住民で構成され

ている組織です。「地域にお住まいの皆様、協議会の活動に

対し、ご理解ご協力をよろしくお願いします。 


 

地
域
の
人
と
お
話
し
な
が
ら
活
動
し
た
い
！ 


 

少
し
時
間
が
出
来
た
ら
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
な
い

か
な
？ 


 

○
○
の
こ
と
な
ら
教
え
ら
れ
る 

元
気
な
定
年
退
職
者 

主
婦
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
！！ 

ま
ず
は
、
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

（
7
月
上
旬
募
集
開
始
予
定
） 

①
地
域
生
活
応
援
隊 

 

部
長 

 

和
田 

秀
一 

副
部
長 

山
田 

哲
雄 

②
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
隊 

 
 

部
長 

 

新
川 

由
基 

副
部
長 

狩
野 

勝
徳 

住
民
同
士
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
出
来
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
近

隣
と
の
絆
を
強
く
し
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
の
あ

る
地
域
づ
く
り
を
行
う
。 


 

継
続
イ
ベ
ン
ト
の
開
催 


 

ホ
タ
ル
ま
つ
り 

６
月 

８
日
（
土
） 


 

秋
ま
つ
り 

１０
月
２０
日
（
日
） 


 

歩
こ
う
大
会 

な
ど
… 


 

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
開
催 

③
情
報
発
信
隊 

 

部
長 

 

古
川 

清
教 

副
部
長 

山
﨑 

久
徳 

 

今
年
度
の 

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
紹
介 

草
野 

信
弘 

（
北
ノ
郷
町
） 

中
川 

秋
雄 

（
東
野
町
） 

伊
吹 

修 
 

（
小
野
寺
町
） 

狩
野 

勝
徳 

（
醍
醐
町
） 

新
川 

由
基 

（
徳
山
町
） 

丸
山 

久
徳 

（
飯
山
町
） 

山
田 

哲
雄 

（
当
目
町
） 

山
﨑 

久
徳 

（
大
門
町
） 

北
川 

義
治 

（
乗
倉
町
） 

和
田 

秀
一 

（
西
主
計
町
） 

伊
藤 

雄
一 

（
東
主
計
町
） 

伊
吹 

辰
彦 

（
南
郷
町
） 

那
須 

謙
一 

（
浅
井
高
原
町
） 

藤
井 

雄
二 

（
高
尾
町
） 

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
創
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、

日
常
生
活
の
中
で
み
ん
な
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
「
お
互
い
さ

ま
で
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
今
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、 

ち
ょ
こ
っ
と
支
援
的
な
活
動
を
行
う
事
に
よ
り
、 

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の 

一
役
を
担
う
。 

『
具
体
的
な
活
動
』 


 

高
齢
者
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
移
動
支
援
活
動 


 

買
物
難
民
支
援
、
サ
ロ
ン
活
動
支
援
な
ど 


 

高
齢
化
社
会
で
手
薄
に
な
っ
た
環
境
美
化
に
対
す
る
支
援
活
動 


 

草
野
川
雑
木
伐
採
・
通
学
路
草
刈
・
ゴ
ミ
ゼ
ロ
作
戦
な
ど 

去
る
４
月
１０
日
に
平
成
３１
年
度
定
期
総
会

を
下
草
野
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。
総
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
30
年

度
事
業
報
告
・
会
計
報
告
、
地
域
づ
く
り
計
画

の
見
直
し
、
規
約
改
正
、
平
成
31
年
度
事
業
計

画
・
予
算
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
の
五
議
案
で

し
た
。
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
活

動
の
基
本
と
な
る
「
地
域
づ
く
り
計
画
の
見
直

し
」
に
つ
い
て
、
こ
の
紙
面
で
報
告
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

見
直
し
の
理
由 

協
議
会
は
平
成
２０
年
度
発
足
以
来
、
会
則
の
目
的
を
達

成
す
る
為
、
各
種
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

１０
年
が
経
過
し
、
よ
り
少
子
高
齢
化
の
進
む
中
、
生
活
面

を
中
心
に
新
た
な
課
題
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
様
な

中
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
の
一
役
を
担

え
る
団
体
と
し
て
、
さ
ら
に
成
長
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
、

当
面
す
る
新
た
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
計
画
の
見
直

し
を
行
う
必
要
性
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。 

新
た
な
取
り
組
み 

協
議
会
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
、
地
域
住
民
の
た
め
の
、

地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
て
い
る
組
織
で
す
。
そ
の
利
点
を

生
か
し
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
地
域
を
目
指

し
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
ふ
れ
あ
い
型
イ
ベ
ン
ト
活
動

に
加
え
て
、「
お
互
い
さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
」 

を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
新
た
に 

生
活
支
援
に
関
す
る
活
動
も
取
り 

組
み
ま
す
。 

活
動
の
基
本
的
な
概
念 

地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、
自
治
会
や
各
種
団
体
な
ど
の

参
画
や
協
力
を
得
な
が
ら
、「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
解
決

す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
下
記
の
将
来
像
を
も
と
に
、
地
域
の
課
題
の
解
決
に

む
け
て
各
種
事
業
を
行
い
、
誰
も
が
地
域
へ
の
愛
着
と
誇

り
を
持
っ
て
、
生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

 

定期総会の様子 

（提出された議案を慎重審議して頂きました。） 

平
成

年
度
定
期
総
会
の
報
告 

活
動
の
基
本
と
な
る
地
域
づ
く
り
計
画
の
内
容
は 

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
組
織
構
成
は 

実
行
組
織
の
紹
介 

地
域
の
情
報
収
集
に
よ
り
住
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え

つ
つ
、
協
議
会
の
活
動
内
容
な
ど
の
情
報
発
信
を
行

い
、
地
域
住
民
と
情
報
の
共
有
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
を
愛
し
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
地
域

に
な
る
よ
う
手
助
け
を
す
る
。 


 

事
業
を
遂
行
す
る
た
め
人
材
バ
ン
ク
設
立 


 

支
援
サ
ポ
ー
ト
員
を
募
集
し
、
人
材
バ
ン

ク
の
仮
称
「
下
草
野
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
を
立
上
げ
る
。 


 

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
創
設 


 

ポ
イ
ン
ト
を
配
布
す
る
こ
と 

に
よ
り
事
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。 

下
草
野
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
取
組

む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
社
会
貢
献
す
る
こ
と
を
積
極
的
に

奨
励
し
、
「
お
互
い
さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

ま
ず
は
、
「
人
材
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
登
録

し
て
い
た
だ
い
た
後
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
・
環
境
美
化
に

関
す
る
活
動
・
新
た
に
始
ま
る
買
い
物
支
援
な
ど
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
し
ま
す
。 

ポ
イ
ン
ト
は
、
年
度
末
に
ポ
イ
ン
ト
の
累
計
に
応
じ
た
相
当
品
を

地
域
貢
献
へ
の
感
謝
状
の
副
賞
と
し
て
協
議
会
か
ら
贈
呈
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。（
詳
細
は
、
今
後
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
） 

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
概
要
に
つ
い
て 

人
材
バ
ン
ク
の
募
集
に
つ
い
て 


